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資料１－３

令和７年２月定例会（付託）

経済委員会資料

観光スポーツ文化部

（案）

徳島県（以下「県」という。）及び徳島市（以下「市」という。）が令和３年３月２６

日付けで締結した県市協調新ホール整備に関する基本協定（以下「現協定」という。）第

１７条第２項に基づき，現協定第５条第１項の建設用地（以下「建設用地」という。）の

変更に伴う現協定の取扱い等について，県及び市の協議の結果，次のとおり決定する。

１ 建設用地の変更等により新たな基本計画等が策定され，県及び市の間で現協定とは

別の協定（以下「新協定」という。）を締結した場合，現協定第１６条の規定にかかわ

らず，新協定の締結（県及び市が協議の上，別の時点を定めた場合は，その時点）を

もって，現協定の有効期間は終了する。

２ 本決定時点において，県及び市が現協定に基づき履行した事業（継続中のものを含

む。）は別表のとおりであることを確認する。

３ 第１項の規定により現協定の有効期間が終了した場合における，県及び市の間に存

する権利義務並びに現協定の効力が存続する規定については，次のとおりとする。

（１） 現協定第８条第１項の土地の譲与に関しては，県及び市が令和４年７月７日

付けで締結した財産譲与契約に定めるところによる。

（２） 現協定第１３条から第１５条までの規定の効力は存続する。

（３） 現協定第２条第１項，第４条及び第６条の規定を新協定に引き継ぐ。

（４） 現協定第８条第２項に規定する自由通路の確保，現協定第９条第２項に規定

する徳島市街路樹管理事務所の建物等の撤去，同条第３項に規定する地下構造

物及び下水道管等の撤去並びに現協定第１０条第１項に規定する下水道等の移

設及び跨線橋等の整備の取扱いに関しては，別途県及び市の間で協議して定め

る。

（５） 現協定は，県及び市の間における債権債務関係を規定していないことを確認

する。

４ 本決定に疑義が生じたときは，県及び市が協議を行い，決定する。



（別表）

履行した事業 根拠規定 実施者

外構や駐車場等を含む新ホールの設計及び必要な調査 県

2 新ホール建設用地に係る市有地の譲与
第7条第3項
第8条第1項

市

3
周辺インフラの整備のうち、徳島跨線橋の撤去及び線路
西側からのアクセス（跨線橋等）の整備の一部（立体遊
歩道の設計）

第7条第3項
第9条第2項
第10条第1項

市

4
周辺インフラの整備のうち、市道（城内・幸町線）の移
設の準備

第7条第3項
第10条第1項

市

5 周辺インフラの整備のうち、下水道管等の移設の一部
第7条第3項
第10条第1項

市

6
徳島県青少年センターの地上部分の全て及び地下構造物
の一部の撤去

第7条第4項
第9条第1項

県

7
徳島市中央公民館及び徳島市社会福祉センターの建物の
地上部分の全て及び地下構造物の一部の撤去

第7条第4項
第9条第2項

市

8
徳島市街路樹管理事務所の建物の地上部分の全て及び地
下構造物の一部の撤去の準備

第7条第4項
第9条第2項

市

9
JR牟岐線への新駅設置実現の一部（JR四国との詳細設計
業務の一部）、新駅整備に伴う駅前施設の整備の準備

第7条第5項
第12条第3項

県及び市

1 第7条第2項
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